
田辺湾クリーン作戦！
■日時　6月 8日（土）13時 30分～ 14時 30分 (予定）　
※小雨決行。荒天の場合は翌 9日（日）に延期。

■清掃場所　元島・天神崎地区、跡の浦地区、鳥の巣地区、
左会津川河口地区、扇ヶ浜地区（計 5地区）

■注意事項　　
・自動車での参加は控えてください。
・ごみ袋、軍手は当日お配りします。
・ごみは 4分別での回収をお願いします。
（燃えるごみ、資源ごみ、プラスチックごみ、埋立てごみ）

■問合せ　環境課 環境対策係（電話 0739-26-9927）

大塔クリーン作戦！
■日時　 6 月 2日（日）　8時～ 11時（予定）
※小雨決行。荒天の場合は 6月 9日（日）に延期。

■清掃場所　大塔行政局管内全域

■問合せ　大塔行政局 住民福祉課（電話 0739-48-0301）

◆「海岸漂着物問題」について

　海岸漂着物とは山、川、海へ

と水の流れを通じて海岸に流れ

着いたもので、その中には、私

たちの生活に伴って出るごみも

多く含まれています。

　こうした海岸漂着物をなくし、

海を守っていくためには、海岸

漂着物問題に対する理解を深め、

ごみをポイ捨てしない、清掃活

動に参加するなど、私たち一人

ひとりが出来る取組を積極的に

行っていくことが解決の一歩に

つながります。

令和元年　田辺湾クリーン作戦！

大塔クリーン作戦！

特集

あなたと市政をつなぐ情報紙
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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真

特集

広報田辺　令和元年 5月号・目次

02 目次・特集「大学はないけど大学生はいるまち」

08 トップニュース
田辺市プレミアム付商品券事業を実施します
／国民健康保険税率を改定します　ほか

26 みんなの彩時記
令和へとつなげる平成最後の熊野本宮大社例大祭
／花見してイベント楽しむ動鳴気峡桜まつり♪ ほか

14 情報ボックス
住宅耐震診断等の補助をします／軽減税対策
補助金が用意されています　ほか

22 みんなの広場

20 相談日程等

　今月の表紙は、和歌山
大学経済学部の新入生。
グループに分かれて、田
辺のまちなかを楽しそう
に散策している様子を撮
影しました。

　

皆
さ
ん
は
、
大
学
連
携
に
つ
い

て
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
に
は
大
学
が
な
く
、
大
学

進
学
を
希
望
す
る
方
は
、
市
外
や

県
外
に
転
出
し
て
い
る
現
状
が
あ

り
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
大
学
は
あ
り
ま

せ
ん
が
大
学
生
は
い
る
ま
ち
を
目

指
し
た
、
大
学
連
携
の
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

☎
０
７
３
９
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２
６
）
９
９
６
３

大学連携とは

　～大学はないが、大学生はいるまち～

１．短期的な効果
◇交流人口の増加とにぎわいづくり
◇地域資源を磨く
◇担い手の創出

2. 関係人口
◇出身地・大学に次ぐ「第３
の拠点」

3．長期的な効果
◇移住やＵ・Ｉターン就職の促進

期待できる効果は？

市
の
現
状

　

市
で
は
、
進
学
や
就
職
を
機
に

若
者
が
県
外
に
出
て
行
き
、
そ
の

ま
ま
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
状
況

が
あ
り
、
人
口
が
減
少
す
る
要
因

の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
課
題
を
背
景
に
、
市
出
身

者
に
関
わ
ら
ず
、
地
域
に
目
を
向

け
て
も
ら
う
た
め
の
働
き
か
け
が

必
要
で
す
。

　

大
学
連
携
の
一
環
と
し
て
、
市

を
素
材
に
、
ま
た
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
学
習
や
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
文
化
や
歴
史
に
触
れ
、
地
域

住
民
と
交
流
し
、
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
が
地
域
の
魅

力
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
、
あ
る

い
は
課
題
を
い
か
に
解
決
し
よ
う

と
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
を
目
の

大
学
が
な
い
な
ら
︑
地
域
自
体

を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に

大学 締結日 協定等の内容
京都大学産官学連携センター 平成 19 年 7 月 社会貢献に関する覚書

帝塚山学院大学 平成 20 年 7 月 インターンシップ実習による実習生
派遣に関する協定

追手門学院大学 平成 27 年 9 月 連携協力に関する協定
関西大学 平成 28 年 1 月 大学のふるさと協定、企業の森協定

富山大学地域連携推進機構 平成 28 年 1 月 同機構との覚書
和歌山大学 平成 28 年 6 月 連携協力に関する包括協定

立命館大学 経済学部 平成 30 年 9 月 連携・協力に関する協定

　市と協定等を締結している大学

地
域
資
源
に
気
付
く

　

大
学
連
携
の
効
果
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
資
源
を
田
辺
に
来
た
第

三
者
の
目
で
見
て
も
ら
う
こ
と

で
、
地
域
の
方
が
そ
の
価
値
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
こ
に
い
る
と
当
た

り
前
の
も
の
で
も
、
違
う
視
点
で

見
る
と
実
は
思
っ
て
い
る
以
上
に

誇
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

締結式の様子（立命館大学）

当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
で

の
働
き
方
や
暮
ら
し
方
の
イ
メ
ー

ジ
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

その他

大学等 43.4%

専修学校
（専門課程）17.9%

公共職業能力開発施設等

就職 29.6％

専修学校
（一般課程）

高校卒業後の状況
（文部科学省 学校基本調査）

うち 38.5％が県外就職
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大学生との交流

大
学
生
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

『
ロ
カ
リ
ア
ル
』

　

ロ
カ
リ
ア
ル
と
は
、Lロ
ー

カ

ル

o
c
a
l（
地

域
）
+
Rリ
ア

ル

e
a
l
（
現
実
）
の
造
語
で
、

若
者
の
地
元
定
着
に
向
け
た
取
組
。
地

域
を
知
っ
て
興
味
を
持
ち
、
将
来
の
選

択
肢
の
一
つ
に
『
地
元
・
地
域
』
が
入

る
き
っ
か
け
を
作
る
た
め
、
昨
年
か
ら

和
歌
山
大
学
と
連
携
し
、
市
で
活
躍
す

る
若
手
経
営
者
な
ど
と
学
生
が
気
軽
に

交
流
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、『
若
者
』『
起
業
・
創
業
』『
移

住
』『
農
業
』
な
ど
、
市
の
特
色
や
学

生
が
興
味
の
あ
る
分
野
で
開
催
し
ま
し

た
。
学
生
か
ら
は
「
地
域
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」「
地

方
で
暮
ら
す
こ
と
や
、
働
く
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
大
き
く
感
じ
た
」
と
い
っ
た

声
も
。
模
範
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

以
外
に
も
、
人
を
通
じ
た
市
の
新
た
な

魅
力
の
発
信
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
実
施
後
に
学
生
が
自
主

的
に
市
と
つ
な
が
ろ
う
と
す
る
動
き
が

複
数
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人

や
団
体
の
取
組
に
興
味
を
持
ち
、
在
学

中
に
様
々
な
経
験
を
し
た
り
、
将
来
の

選
択
肢
の
幅
を
広
げ
た
り
す
る
た
め
、

学
生
自
ら
訪
問
先
に
働
き
か
け
て
受
け

入
れ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

大
学
生
が
い
る
街
へ

　

ロ
カ
リ
ア
ル
以
外
に
も
大
学
生
は
市

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

関
西
大
学
と
堺
市
の
連
携
事
業
の

『
関
大
・
さ
か
い
E
C
O
ベ
ン
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
』
で
は
、
天
神
崎
や
大
塔
青
少

年
旅
行
村
、
熊
野
古
道
な
ど
市
の
自
然

を
体
験
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
和
歌
山
大
学
や
関
西
大
学
が

扇
ヶ
浜
海
水
浴
場
で
海
の
家
を
運
営
し

た
り
、
追
手
門
学
院
大
学
や
立
命
館
大

学
も
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
資
源
の
調
査
や

P
R
活
動
を
行
う
な
ど
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
学
生
が
い
る
街

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
寄
附
講
義
も

　

昨
年
の
ロ
カ
リ
ア
ル
は
授
業
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
参
加
す
る
学
生
は
少
数

で
し
た
が
、今
年
は
授
業
と
し
て
開
催
。

門
戸
が
広
が
り
、
単
位
が
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、
市
を
知
っ
て
興
味

を
持
つ
生
徒
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

4
月
12
日
㊎
に
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
２
０
２
名
の
生
徒
が

履
修
登
録
を
し
ま
し
た
。

地方の魅力を聞く

和歌山大学で
市の紹介や事業周知

農作業場を見学！

観光名所を訪問♪

市の産品を試食♪

和歌山大学で

職員が市の概要を紹介
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大
学
生
が
本
宮
に
来
た
と
き

に
、
活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
学
生
に
と
っ
て
は
、
何
を

す
る
に
も
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ

ん
。
例
え
ば
、
間
伐
体
験
を
す

る
に
も
、
ノ
コ
ギ
リ
の
使
い
方

が
分
か
ら
な
い
な
ど
、
大
学
で

は
学
べ
な
い
こ
と
を
教
え
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
は
素
直
に
聞

い
て
く
れ
ま
す
し
、
何
よ
り
若

い
子
と
触
れ
合
う
こ
と
は
私
自

身
と
て
も
楽
し
い
で
す
。ま
た
、

本
宮
は
高
齢
化
が
進
み
、
若
者

　

大
学
生
時
代
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
本
宮
に
は

何
度
も
訪
れ
ま
し
た
。
本
宮
で

一
番
魅
力
に
感
じ
た
の
は
、
人

の
温
か
さ
で
し
た
。

　

現
在
、
私
は
大
学
の
先
生
と

い
う
立
場
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
側
に
。

人
手
が
足
り
な
い
旅
館
に
住
み

込
み
で
バ
イ
ト
を
す
る
な
ど
、

様
々
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、

大島 知
とものり

典 先生
（阪南大学 准教授）

鈴木 起
き さ お

査生 さん
（本宮で学生の支援）

地域でできることを
自分が経験したことを学生にも

学
生
の
視
点
で
地
域
の
違
う
価

値
観
を
見
出
し
た
り
、
問
題
点

を
洗
い
出
し
た
り
す
る
力
を
養

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
代
は
、
様
々
な
情
報
が
あ

ふ
れ
て
い
る
社
会
で
あ
り
、
学

生
た
ち
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

取
捨
選
択
し
て
い
く
か
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
た
く
さ

ん
失
敗
す
る
こ
と
も
経
験
の
一

つ
で
す
。そ
こ
で
得
た
経
験
を
、

今
度
は
発
信
す
る
側
に
な
っ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　

私
と
し
て
も
、
今
後
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
わ
る
だ
け

で
な
く
、
新
し
い
何
か
を
生
み

出
せ
る
よ
う
な
取
組
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
『
人
』
や
『
自
然
』
の
魅
力

を
肌
で
感
じ
、
現
在
、
本
宮
で

起
業
（
飲
食
店
）
し
て
約
１
年

経
ち
ま
す
。

　

本
宮
に
来
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
関
西
大
学
在
学

中
の
ゼ
ミ
活
動
の
一
つ
で
あ
っ

た
エ
コ
ツ
ア
ー
で
す
。

　

そ
こ
で
、
幅
広
い
年
代
の

方
々
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、

森岡 雅
まさかつ

勝 さん
（kumano.co 代表）

　

和
歌
山
大
学
の
学
生
の
３
割

が
和
歌
山
県
出
身
、
７
割
が
県

外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
３

割
の
和
歌
山
県
出
身
者
の
う
ち

６
割
が
卒
業
後
に
和
歌
山
県
に

残
り
、
７
割
の
県
外
の
学
生
は

ほ
ぼ
県
外
へ
戻
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
和
歌
山
大
学
と
市

と
の
大
学
連
携
事
業
は
、
あ
ま

り
地
方
に
つ
い
て
知
る
機
会
が

田代 優
ゆうしゅう

秋 先生
（和歌山大学 客員准教授）

　

大
学
連
携
を
通
じ
て
、

市
に
来
る
学
生
は
、
地
域

の
関
わ
り
に
と
て
も
刺
激

を
受
け
て
い
ま
す
。
学
生

生
活
の
間
は
、
選
択
肢
を

広
げ
て
い
る
最
中
で
も
あ

り
ま
す
。
学
生
の
考
え

る
将
来
の
方
向
性

に
必
ず
し
も

大学から学生を

経験が今につながる

な
い
学
生
に
と
っ
て
、
地
方
の

現
状
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
良
い
経
験
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
今
の
大
学
生
は
、
生
き
生

き
と
活
躍
し
て
い
る
大
人
に
出

会
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

親
や
バ
イ
ト
先
の
先
輩
と
い
っ

た
小
さ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は

学
び
も
刺
激
も
少
な
い
。
早
い

段
階
で
自
分
と
違
う
考
え
の
方

に
出
会
う
こ
と
で
、
視
野
や
将

来
の
生
き
方
も
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

　

市
で
は
、
若
く
し
て
起
業
し

頑
張
っ
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。大
学
連
携
事
業
で
は
、

そ
う
い
う
方
と
交
流
で
き
る
よ

う
な
環
境
を
提
供
し
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
自
分
に
と
っ
て
は

と
て
も
刺
激
的
で
し
た
。

　

今
の
学
生
は
、
都
会
に
憧
れ

や
希
望
を
抱
く
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
自
体
悪
い
こ

と
で
は
な
く
、
都
会
だ
か
ら
こ

そ
経
験
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
就
職
を

決
め
る
際
は
、
働
き
た
い
仕
事

や
給
料
、
福
利
厚
生
な
ど
、
何

を
優
先
し
て
決
め
る
の
か
が
大

事
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
大
学

連
携
。
今
度
は
、
私
が
後
輩
た

ち
を
支
援
し
て
い
き
、
将
来
の

可
能
性
の
幅
を
広
げ
る
一
助
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

若
者
が
来
て
く
れ
て
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
い
る
の
が
う
れ
し
い

で
す
ね
。

　

学
生
に
対
し
て
支
援
を
し
て

い
く
の
は
、
労
力
や
時
間
も
か

か
り
大
変
で
す
が
、
少
し
で
も

学
生
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
最
終
的
に
は
地
域
の
た
め

に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
後
も
、
学
生
た
ち
が
い
ろ

ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
将
来
の

選
択
肢
が
広
が
る
よ
う
に
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
す

が
、
経
験
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
４
名
を
は
じ

め
、
様
々
な
関
わ
り
を
し
て
く

だ
さ
る
方
々
は
、
こ
の
取
り
組

み
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
す
。

　
そ
し
て
、
市
で
出
会
っ
た
地

元
の
方
の
温
か
さ
は
多
く
の
学

生
も
感
じ
て
お
り
、

こ
の
特
集
を
す
る
に

当
た
っ
て
、
さ
ら
に

多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
、
今
後
も
温

か
く
受
け
入
れ
て

も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で

す
ね
。

大学連携は

多くの方々に

 笠松 亮太
（企画広報課 企画調整係）

支えられています
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田辺市プレミアム付商品券事業を実施します（参加店募集）

問合せ　下記参照
　

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
に
よ
る

低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
落

ち
込
み
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地

域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下
支
え

す
る
た
め
、「
田
辺
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
参
加
店
（
商
品

券
が
利
用
で
き
る
店
舗
）
を
募
集
し

ま
す
。

問合せ　企画広報課 広聴広報係　（☎ 0739-26-9963）

高校生レポーターが決定しました

避難行動要支援者名簿の訪問調査及び
地域保健福祉推進補助金について

問合せ　福祉課 庶務係（☎ 0739-26-4900）

◇
発
行
総
額
（
予
定
）

５
億
２
５
０
０
万
円

◇
利
用
期
間　
令
和
元
年
10
月
１
日

㊋
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
㊋

※
具
体
的
な
申
請
方
法
等
に
つ
い
て

は
決
定
次
第
、広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
参
加
店
の
要
件

市
内
の
店
舗
（
移
動
販
売
車
を
含

む
。）
の
う
ち
、
次
の
①
〜
④
に
該

当
し
な
い
店
舗

①
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23

年
法
律
第
１
２
２
号
）
第
２
条
に
規

定
す
る
性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
、
設

備
を
設
け
て
客
に
射
幸
心
（
ま
ぐ
れ

当
た
り
に
よ
る
利
益
を
願
う
気
持

ち
）
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
営
業

を
行
っ
て
い
る
店
舗

②
特
定
の
宗
教
・
政
治
団
体
と
関
わ

る
場
合
や
業
務
の
内
容
が
公
序
良
俗

に
反
す
る
営
業
を
行
っ
て
い
る
事
業

者
の
店
舗

③
下
記
の
「
商
品
券
の
利
用
対
象
に

な
ら
な
い
も
の
」
に
記
載
の
取
引
の

み
を
行
っ
て
い
る
、
又
は
商
品
の
み

を
取
り
扱
う
事
業
者
の
店
舗

④
役
員
等
が
暴
力
団
（
暴
力
団
員
に

よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
〈
平
成
３
年
法
律
第
77
号
〉

第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

を
い
う
。）、
暴
力
団
員
（
同
条
第
６
号

に
規
定
す
る
暴
力
団
員
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）
又
は
暴
力
団
員
と
社
会
的

に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て

い
る
者
に
該
当
す
る
事
業
者
の
店
舗

■
商
品
券
の
利
用
対
象
に
な
ら
な
い

も
の

◇
出
資
又
は
債
務
の
支
払
（
税
金
・

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
料
金
等
）

◇
有
価
証
券
・
商
品
券
・
ビ
ー
ル
券
・

図
書
券
・
切
手
・
印
紙
等
の
換
金
性

の
高
い
も
の
の
購
入

◇
た
ば
こ
事
業
法
（
昭
和
59
年
８
月

10
日
法
律
第
68
号
）
第
２
条
第
１
項

第
３
号
に
規
定
す
る
製
造
た
ば
こ
の

購
入

◇
現
金
と
の
換
金
、
金
融
機
関
へ
の

預
け
入
れ

◇
転
売
目
的
に
よ
る
商
品
等
の
購
入

◇
医
療
費
や
処
方
箋
が
必
要
な
医
薬

品
な
ど
保
険
適
用
さ
れ
る
も
の

◇
事
業
上
の
取
引（
商
品
の
仕
入
れ
等
）

◇
娯
楽
業
（
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
・
麻

雀
店
・
そ
の
他
遊
技
場
）
へ
の
支
払

◇
家
賃
・
地
代
・
駐
車
料
等
の
支
払

◇
特
定
の
宗
教
・
政
治
団
体
と
関
わ

る
も
の
や
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

■
取
扱
い
に
お
け
る
厳
守
事
項

◇
一
度
参
加
店
と
し
て
登
録
す
る

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
広

報
田
辺
」
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
新
鮮
で
魅
力
あ
る
地
域

情
報
の
発
信
を
行
い
、
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
市
政
の
推
進
を

図
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー
「
広
報
田
辺

ま
ち
か
ど
特
派
員
」
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
コ
ー
ナ
ー

名
が
「
青
春
キ
ラ
リ
！ 

高
校

生
レ
ポ
ー
タ
ー
」
に
変
わ
り
、

今
月
号
〜
令
和
２
年
4
月
号
ま

で
、
市
内
の
高
校
生
5
名
が
担

当
し
ま
す
。
今
後
の
活
躍
を
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

※
23
ペ
ー
ジ
参
照

■特派員紹介（写真左から）［氏名（敬称略）・高校名］
由谷 胡桃（南紀高校）、小川 明日香（田辺工業高校）、伏見 凜音（神島高校）、
西𦚰 美緒（田辺高校）、西 希実（南部高校龍神分校）

商
品
券
の
概
要

参
加
店
（
商
品
券
が
利
用
で
き
る

店
舗
）
に
つ
い
て

と
、
脱
退
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
セ
ー
ル
等
で
は
使
用
で
き
な
い
な

ど
、独
自
の
利
用
制
限
は
禁
止
し
ま
す
。

■
商
品
券
の
換
金
に
つ
い
て

　

参
加
店
が
指
定
す
る
口
座
に
、
市

か
ら
振
込
（
月
４
回
を
予
定
）
を
行

い
ま
す
。

◇
換
金
手
数
料　
無
料

※
詳
細
は
「
参
加
店
募
集
要
領
」
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
募
集
要
領
の
内
容
を
十
分
ご
確
認

の
上
、
５
月
７
日
㊋
〜
24
日
㊎
に
、

「
参
加
店
申
込
書
兼
誓
約
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
受
付
場
所

の
い
ず
れ
か
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
み
は
店
舗
ご
と
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
書
等
配
布
場
所
・
受
付
場
所

　

商
工
振
興
課
（
本
庁
舎
別
館
3

階
）・
福
祉
課
（
市
民
総
合
セ
ン

タ
ー
2
階
）・
各
行
政
局
住
民
福
祉

課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

☆
◇
事
業
内
容
に
関
す
る
こ
と

福
祉
課 

庶
務
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
０

◇
参
加
店
に
関
す
る
こ
と

商
工
振
興
課 

商
工
労
政
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
７
０

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/fukushi/index.htm
l

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

訪
問
調
査
を
し
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
、
災
害
が
発
生
し
、

又
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
自
ら
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
で
、
そ
の
円

滑
か
つ
迅
速
な
避
難
の
確
保
を

図
る
た
め
、
特
に
支
援
を
必
要

と
す
る
方
を
対
象
に
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　

名
簿
へ
の
掲
載
の
対
象
と
な

る
方
は
、
要
支
援
や
要
介
護
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
、
難
病
患
者
（
指
定

難
病
）
の
方
等
で
、
一
人
暮
ら

し
や
右
記
の
方
々
の
み
の
世
帯

等
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、同
法
の
規
定
に
よ
り
、

作
成
し
た
名
簿
に
つ
い
て
は
、

本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
事
前
に
自
治
会
、
自
主

防
災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
等
へ
提
供
で
き
る
こ
と
か

ら
、
対
象
と
な
っ
た
方
へ
同
意

書
を
お
送
り
し
て
意
思
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
意
を
い
た
だ
い
た
方
に
つ

い
て
は
、
詳
細
な
状
況
を
お
聞

き
す
る
た
め
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
訪
問
調
査
に
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

地
域
保
健
福
祉
推
進
補
助
金

を
交
付
し
ま
す

　

民
間
団
体
が
、
高
齢
者
等
の

保
健
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

に
行
う
先
導
的
事
業
に
対
し
て

補
助
し
ま
す
。

※
国
・
県
・
市
の
他
の
補
助
金

の
対
象
事
業
は
除
き
ま
す
。

■
補
助
金
額　

事
業
の
運
営

に
要
す
る
費
用
を
補
助
対
象
と

し
、
施
設
建
設
等
に
要
す
る
費

用
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
１
事

業
に
つ
き
１
０
０
万
円
、
交
付

期
間
は
３
年
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
予
算
の
都
合
上
、
全
額
を
補

助
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
所
定
の
申
込
書
等
を
6
月
28

日
㊎
ま
で
に
上
記
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
上

記
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。

☆

h
ttp

://w
w

w
.city

.
tan

ab
e.lg.jp

/fu
ku

sh
i/

index.htm
l

購入対象者 購入限度額
①平成 31 年度住民税非課税者
（住民税課税者と生計同一の配
偶者・扶養親族、生活保護受給
者等を除く。）

①券面額 2万 5000 円（販売
額2万円）

②平成 28 年 4 月 2 日～令和元
年 9 月 30 日に生まれた子が属
する世帯の世帯主

②券面額 2万 5000 円×左
記期間に生まれた子の数
（販売額 2万円×子の数）

※ 4000 円（500 円券× 10 枚＝ 5000 円分）を 1セットとし、
購入限度額まで分割して購入することができます。
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介護保険低所得者保険料の軽減額が大きくなります

問合せ　やすらぎ対策課 介護保険係　（☎ 0739-26-4931）

　65 歳以上で低所得（第 1 段階～第 3 段階）の方の介護保険料が軽減されます。第 1 段階の方について
は軽減の額が平成 30 年度よりも大きくなります。

国民健康保険税率を改定します

問合せ　保険課 保険税係　（☎ 0739-26-9965）

※ 1　平成 30 年度から介護保険料段階を判定する基準のうち、「合計所得金額」については「合計所得金額から長期譲渡所
得及び短期譲渡所得にかかる特別控除額を控除した額」になっています。
　平成30年度の第1段階、平成31年度の第1～3段階については低所得者保険料軽減繰入金の繰入後の保険料、保険料率で、
（）内は軽減前の保険料、保険料率になっています。

平成 30 年度

段階 条件 料率 年額（円）

1

市民税非課税世帯で老齢福祉年金又
は生活保護受給を受給されている
方、市民税非課税世帯で本人の収入
等 80 万円以下の方

0.45
(0.5)

3 万 5500
(3 万 9400)

2
市民税非課税世帯で本人収入等 120
万円以下の方

0.75 5 万 9100

3
市民税非課税世帯で本人収入等 120
万円超の方

0.75 5 万 9100

4
市民税が課税されている世帯員がい
るが、本人は市民税非課税で本人の
収入等 80 万円以下の方

0.9 7 万 1000

5
市民税が課税されている世帯員がい
るが、本人は市民税非課税で本人の
収入等 80 万円超の方

1.0 7 万 8800

6
本人が市民税を課税されていて本
人の前年の合計所得金額（※ 1）が
120 万円未満の方

1.2 9 万 4600

7
本人が市民税を課税されていて本
人の前年の合計所得金額（※ 1）が
200 万円未満の方

1.3 10 万 2500

8
本人が市民税を課税されていて本
人の前年の合計所得金額（※ 1）が
300 万円未満の方

1.5 11 万 8300

9
本人が市民税を課税されていて本
人の前年の合計所得金額（※ 1）が
300 万円以上の方

1.7 13 万 4000

平成 31 年度

料率 年額（円）

0.375
（0.5）

2 万 9600
(3 万 9400)

0.625
(0.75)

4 万 9300
(5 万 9100)

0.725
(0.75)

5 万 7200
(5 万 9100)

0.9 7 万 1000

1.0 7 万 8800

1.2 9 万 4600

1.3 10 万 2500

1.5 11 万 8300

1.7 13 万 4000

医療保険分 後期高齢者支援金等 介護保険分
改定前 改定後 改定前 改定後 改定前 改定後

所得割率 5.5％ 5.7％ 1.9％ 2.0％ 1.6％ 1.7％

資産割率 34.8％ 31.8％ 8.5％ 8.2％ 8.9％ 8.9％

被保険者均等割額 2 万 2000 円 2 万 3300 円 7400 円 8100 円 1 万 300 円 1 万 1500 円

世帯別平等割額 1 万 9800 円 2 万 500 円 6400 円 6800 円 5400 円 6100 円

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」

と
い
う
。）は
、自
営
業
の
方
な
ど
、

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
な
い
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
医

療
保
険
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
市

町
村
単
位
で
運
営
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
の
国
保
改
革
に

よ
り
、
都
道
府
県
単
位
で
運
営
す

る
こ
と
で
制
度
の
安
定
化
を
図
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
和
歌
山
県
内
の
一

人
当
た
り
医
療
費
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
県
か
ら
市
町
村
に
割
り
振

ら
れ
る
一
人
当
た
り
の
「
国
保
事

業
費
納
付
金
」が
増
加
し
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
は
、
や
む
な
く
、

国
保
の
税
率
を
改
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
被
保
険
者
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、保
険
税
の
年
間
税
額
は
、

世
帯
で
算
定
し
た「
医
療
保
険
分
」

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
」「
介
護

保
険
分
」の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

国
保
の
保
険
税
額
の
通
知
は
、
7

月
中
頃
に
郵
送
し
ま
す
。

軽自動車税の減免制度をご利用ください

問合せ　税務課 庶務係　（☎ 0739-26-9919）
　

軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
障

害
者
等
に
対
す
る
減
免
、
構
造

を
変
更
し
た
車
両
に
対
す
る
減

免
、
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用

す
る
車
両
に
対
す
る
減
免
等
が

あ
り
ま
す
。

【
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
方
に
対
す
る
減
免
】

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
（
障
害

の
程
度
に
よ
り
ま
す
。）
を
お
持

ち
の
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

等
で
、
左
記
の
①
〜
③
に
該
当

す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
で
す
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
が
18
歳
未
満
の
場
合
や
、

療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の

場
合
は
、
生
計
を
一
に
す
る
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
を
含

み
ま
す
。

☆
①
当
該
身
体
障
害
者
等
本
人

②
当
該
身
体
障
害
者
等
と
生
計

を
一
に
す
る
方

③
当
該
身
体
障
害
者
を
常
時
介

護
す
る
方
（
身
体
障
害
者
等
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
に
限
る
。）

※
他
に
も
条
件
等
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
上
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
身
体
障
害
者
等
が
利
用
す
る

た
め
に
構
造
を
変
更
し
た
車
両

に
対
す
る
減
免
】

　

車
椅
子
の
昇
降
装
置
又
は
固

定
装
置
、
浴
槽
を
装
備
し
て
い

る
な
ど
、
そ
の
構
造
が
専
ら
身

体
障
害
者
等
の
利
用
の
た
め
の

も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

※
車
両
に
対
す
る
減
免
で
、
台

数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
有
者
が
法
人
の
場
合
で
も

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
車
両
に
対
す
る
減
免
】

　

公
益
法
人
等
が
社
会
福
祉

法
に
定
め
る
社
会
福
祉
事
業
な

ど
、
公
益
性
の
高
い
事
業
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る
場
合
で
す
。

【
減
免
申
請
の
共
通
事
項
】

☆
減
免
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
や
手
続
に
必
要
な
も
の
な
ど

に
つ
い
て
は
、
上
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
納
税
通
知
書
が

届
い
て
か
ら
納
期
限
の
５
月
31

日
㊎
ま
で
に
、
上
記
（
本
庁
舎

2
階
）
又
は
各
行
政
局
住
民
福

祉
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
手

続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
税
通
知
書
は
５
月
10
日
㊎
か

ら
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。
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第 27 回文協フェスティバルを開催します

問合せ　文化振興課 文化振興係（☎ 0739-26-9943）     

チェン ミン＆ジャー・パンファン
二胡ジョイント・コンサートを開催します

問合せ　文化振興課 文化振興係（☎ 0739-26-9943）

食を助ける「残り物 救
きゅう

菜
さい

レシピ」を定期発行します

問合せ　やすらぎ対策課 高齢福祉係（☎ 0739-26-4910）     

仲間とスポーツしませんか！
田辺市スポーツ少年団員を募集します

問合せ　下記参照

　

毎
日
を
健
康
に
暮
ら
す
た
め

に
「
食
事
」
は
欠
か
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
１
日

３
食
、
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ

て
い
ま
す
か
？

　

和
歌
山
県
県
勢
デ
ー
タ
（
平

成
27
年
）
に
よ
る
と
、
一
人
暮

ら
し
の
老
人
世
帯
割
合
（
一
般

世
帯
に
占
め
る
。）は
、15
．０
％

と
全
国
平
均
11
．1
％
を
上
回

り
、
全
国
で
第
3
位
と
い
う
多

さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
族
世
帯
で
の
人
員
数
も
2
〜

3
名
と
少
な
い
こ
と
か
ら
、
次

の
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

◇
少
人
数
の
料
理
を
作
る
こ
と

は
難
し
く
、
同
じ
料
理
を
何
日

も
食
べ
続
け
て
い
る
。

◇
同
じ
料
理
を
食
べ
続
け
る
こ

と
で
食
欲
の
低
下
に
つ
な
が
る
。

◇
同
じ
料
理
を
食
べ
続
け
る
こ

と
で
栄
養
が
偏
る
。

◇
食
べ
き
れ
ず
捨
て
ら
れ
る
料

理
又
は
食
品
が
増
え
る
。

　

そ
こ
で
「
残
り
物
救
菜
レ
シ

ピ
」
は
、
日
常
食
べ
ら
れ
て
い

る
料
理
が
余
っ
た
と
き
、
違
う

料
理
に
作
り
替
え
る
こ
と
で
皆

さ
ん
の
健
康
に
役
立
つ
よ
う

に
、
ま
た
、
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
と
い
う
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す

た
め
に
考
え
た
レ
シ
ピ
で
す
。

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

レ
シ
ピ
は
、
奇
数
月
（
5
・

7
・
9
・
11
・
1
・
3
月
）
の

月
初
め
に
無
料
配
布
し
ま
す
。

■
レ
シ
ピ
配
布
場
所

や
す
ら
ぎ
対
策
課
（
市
民
総
合

セ
ン
タ
ー
1
階
）、
東
部
公
民

館
、
中
部
公
民
館
、
新
庄
公
民

館
、
上
秋
津
公
民
館
、
ひ
が
し

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
万

呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

三
栖
公
民
館
、
芳
養
公
民
館
、

上
芳
養
公
民
館
、長
野
連
絡
所
、

各
行
政
局
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

【
展
示
部
門
】

★
５
月
18
日
㊏
・
19
日
㊐

★
９
時
〜
17
時
（
お
茶
会
は
16

時
ま
で
）

★
紀
南
文
化
会
館

◇
展
示
ホ
ー
ル
（
１
階
）　
書
・

洋
画
・
押
し
花
・
水
墨
画

◇
小
ホ
ー
ル
（
４
階
）　
生
花
・

革
細
工
・
押
し
花
・
ち
ぎ
り
絵
・

川
柳
・
収
集
色
紙
・
紀
州
て
ま

り
・
古
谷
石
・
陶
芸

◇
お
茶
席
（
４
階
）

【
舞
台
部
門
】

★
◇
５
月
26
日
㊐　
第
１
部

日
本
舞
踊
・
箏そ
う
き
ょ
く曲・
津
軽
三
味

線
・
三さ
ん
げ
ん絃
・
新
舞
踊
・
民
謡

◇
６
月
２
日
㊐　
第
２
部

大
正
琴
・
詩
吟
・
詩
舞
・
バ
レ
エ
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
社
交
ダ
ン
ス
・

タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
・
太
鼓
・

合
唱
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン 

★
両
日
と
も
13
時
〜

★
紀
南
文
化
会
館「
大
ホ
ー
ル
」

☆
７
月
５
日
㊎

☆
18
時
30
分
開
演（
18
時
開
場
）

☆
紀
南
文
化
会
館「
大
ホ
ー
ル
」

■
出
演

チ
ェ
ン 

ミ
ン
さ
ん
、
ジ
ャ
ー
・

パ
ン
フ
ァ
ン
さ
ん

■
入
場
料　

◇
前
売
り　
３
０
０
０
円

◇
当
日　
３
５
０
０
円

※
全
自
由
席

　

チ
ケ
ッ
ト
は
４
月
18
日
㊍
〜

発
売
し
て
い
ま
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
発
売
所

紀
南
文
化
会
館
、
文
化
振
興
課

（
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
）、

龍
神
市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
辺
路

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
大

塔
総
合
文
化
会
館
、
本
宮
教
育

事
務
所

■
託
児
所
の
開
設

　

申
込
み
を
希
望
の
方
は
、
6

月
25
日
㊋
ま
で
に
上
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
託
児
料　
１
０
０
０
円

書
▲

大
塔
太
鼓

▲

▲チェン ミン

▼ジャー・パンファン

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
！

　

あ
な
た
の
残
り
物
救
菜
料
理

を
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

も
し
か
す
る
と
あ
な
た
の
料
理

が
レ
シ
ピ
に
紹
介
さ
れ
る
か
も

…
…
。

　

応
募
に
は
、
レ
シ
ピ
の
配
布
場

所
に
設
置
し
て
い
る
用
紙
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ア

イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は
指
導

資
格
を
有
す
る
指
導
者
2
名
以

上
と
団
員
10
名
以
上
で
組
織
さ

れ
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
。

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、

健
康
な
「
体
」
と
「
心
」
を
養

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
団
員
募
集
は
34
団
体

あ
り
、
競
技
と
団
体
名
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
合
気
道

合
気
道
田
辺
道
場

◇
空
手
道

田
辺
空
手
ク
ラ
ブ
、
田
辺
元
町

空
手
、
熊
野
塾

◇
剣
道

建
武
館
、中
辺
路
剣
道
ク
ラ
ブ
、

三
栖
剣
友
会

◇
柔
道

練
心
館
、
大
塔
柔
道
会

◇
少
林
寺
拳
法

田
辺
東
少
林
寺
拳
法
ク
ラ
ブ
、

田
辺
西
少
林
寺
拳
法
ク
ラ
ブ

◇
体
操
競
技

田
辺
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ

◇
陸
上

田
辺
Ａ
Ｃ

◇
サ
ッ
カ
ー

南
紀
、
牟
婁
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
、
プ
ロ
グ
レ
ス
Ｆ
Ｃ
ナ
ン
キ

◇
テ
ニ
ス

田
辺
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

田
辺
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

◇
ラ
グ
ビ
ー

梅
干
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

◇
軟
式
野
球

田
辺
第
二
ク
ラ
ブ
、
新
二
ボ
ー

イ
ズ
、
田
辺
第
三
ク
ラ
ブ
、
新

庄
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
、
稲
成
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
、
龍
神
少
年
野

球
ク
ラ
ブ
、
田
辺
剛
健

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

田
辺
Ｎ
Ｖ
Ｃ
、
キ
ッ
ズ
・
エ
ン

ジ
ェ
ル
、キ
ッ
ズ
・
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ （
男
子
・
女
子
）、
龍
神
ジ
ュ

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、

中
辺
路
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ

◇
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

田
辺
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
、
新
庄
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
う
さ
カ
メ

☆
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

（
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
管
理

事
務
所
内
）

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１
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自
然
観
察
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す

【
春
の
生
き
物
を
観
察
し
よ
う
】　

☆
５
月
19
日
㊐

☆
９
時
30
分
〜
14
時
30
分　
　
　
　
　

☆
秋
津
川
（
大
沢
）

☆
９
時
30
分
ま
で
に
備
長
炭
公
園　
　

☆
弁
当
・
水
筒
・
筆
記
用
具
・
採
集
用

具
（
植
物
・
昆
虫
）・
ビ
ニ
ー
ル
袋 

等

■
服
装　

帽
子
・
手
袋

【
初
夏
の
海
辺
を
楽
し
も
う
】　

☆
☆
６
月
２
日
㊐　

９
時
30
分
〜
12
時

☆
天
神
崎

☆
９
時
30
分
ま
で
に
丸
山
の
見
え
る
駐

車
場
（
天
神
崎
の
先
端
）　　
　
　

☆
筆
記
用
具
・
採
集
用
具
・
ビ
ニ
ー
ル

袋 

等
■
服
装　

帽
子
・
長
靴
・
手
袋

【
共
通
事
項
】

■
講
師　

ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン

タ
ー
専
門
員
ほ
か　

☆
小
・
中
・
高
校
生
・
一
般　
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

☆
前
日
ま
で
に
は
が
き
又
は
電
話
・

F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
セ
ン
タ
ー

☎
☆
０
７
３
９
（
２
５
）
７
２
５
２

☆hikiiw
a@

m
b.aikis.or.jp

☆
毎
週
㊊
（
休
館
日
が
㊗
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）、
5
月
7
日
㊋
、
8
日
㊌

田
辺
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す

☆
会
議
で
は
、「
田
辺
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
の

審
議
を
始
め
と
し
、
就
学
前
の
子
供
の

教
育
・
保
育
の
あ
り
方
、
そ
の
他
、
子
育

て
支
援
に
関
す
る
こ
と
を
審
議
し
ま
す
。

■
任
期　

6
月
〜
令
和
3
年
3
月
31
日

☆
◇
市
内
に
お
住
い
の
20
歳
以
上
（
平

成
31
年
4
月
1
日
現
在
）
の
方
で
、
任

期
中
に
数
回
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席

で
き
る
方

◇
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
議
員
及
び

職
員
で
な
い
方

☆
2
名
（
応
募
者
の
中
か
ら
選
考
に
よ

り
決
定
）

☆
5
月
31
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
「
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
、
８
０
０
字
程
度
の
小
論
文
に
申
込

書
（
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
等
）
を
添
え
て
、
郵

送
又
は
直
接
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
等
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
等
は

返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
子
育
て
推
進
課 

こ
ど
も
家
庭
係
（
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
）

〒
６
４
６
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
２
７

一
般
曹
候
補
生
を
募
集
し
ま
す 

☆
５
月
25
日
㊏

☆
和
歌
山
市　

新
橘
ビ
ル

☆
筆
記
試
験
（
国
・
数
・
英
）、
作
文
、

適
性
試
験

☆
日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛
隊
法
第
38

条
に
該
当
し
な
い
方
で
、
採
用
予
定
月

に
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方
（
32
歳
の

方
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日
現
在
、
33

歳
に
達
し
な
い
方
） 

※
採
用
予
定
月
は
、
受
付
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 
 

■
受
付
締
切
日　

５
月
15
日
㊌

☆
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

田

辺
地
域
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
９

世
界
農
業
遺
産
住
民
提
案
型
地
域
活

動
支
援
事
業
を
募
集
し
ま
す

　
「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」
で
は
、
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
た
「
み
な
べ
・
田
辺
の

梅
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全
・
活
用
に
関
す

る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
世
界
農
業

遺
産
に
関
連
す
る
地
域
の
自
主
的
な
活

動
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

田
辺
市
及
び
み
な
べ
町

に
活
動
拠
点
の
あ
る
組
織
・
グ
ル
ー
プ

■
対
象
事
業　

世
界
農
業
遺
産
「
み
な

べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
の
保
全
・

活
用
を
推
進
す
る
活
動

■
事
業
実
施
期
間　

補
助
金
交
付
決
定

日
〜
令
和
2
年
2
月
29
日
㊏

☆
5
月
13
日
㊊
〜
24
日
㊎
17
時﹇
必
着
﹈

に
梅
振
興
室
（
市
役
所
別
館
2
階
）
へ

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
書

類
は
、
梅
振
興
室
で
配
布
す
る
ほ
か
、

「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」
専

用
サ
イ
ト
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　

選
考
方
法
等
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
「
み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺

産
推
進
協
議
会
」
事
務
局
（
み
な
べ
町

う
め
課
内
）

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
９
３
１
０

☆

h
ttp

s://w
w

w
.g

ia
h

s-
m

inabetanabe.jp/

田
辺
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
と
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
機
関
で
す
。

☆
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

◇
満
20
歳
以
上
（
平
成
31
年
４
月
１
日

現
在
）
の
方

◇
田
辺
市
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の

方◇
年
数
回
、
平
日
午
後
に
開
催
予
定
の

協
議
会
に
出
席
で
き
る
方

☆
１
名
（
委
員
総
数
18
名
中
、
被
保
険

者
代
表
委
員
６
名
の
う
ち
１
名
）

※
選
考
委
員
会
を
設
け
て
選
考

■
任
期　

３
年
（
８
月
１
日
〜
令
和
４

年
７
月
31
日
ま
で
）

☆
５
月
31
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、
左

記
又
は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
19

ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
「
申
込
み
の
動
機
と

国
民
健
康
保
険
に
期
待
す
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
８
０
０
字
程
度
の
小
論

文
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
し
て
、
郵
送

又
は
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
課 

庶
務
係
（
本
庁
舎
2
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
４

男
女
共
同
参
画
推
進
員
企
画 

カ
ジ

メ
ン
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

☆
5
月
25
日
㊏

☆
10
時
30
分
〜
13
時
30
分
頃

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
料
理
実

習
室
」

☆
『
パ
パ
っ
と
包
む
彩
り
メ
ニ
ュ
ー
』

　

初
夏
に
食
べ
た
い
、
彩
り
豊
か
な
食

材
を
使
っ
た
ヘ
ル
シ
ー
な
料
理
で
す
。

し
か
も
、
意
外
と
簡
単
に
お
う
ち
で
で

き
ま
す
。

◇
メ
ニ
ュ
ー　

ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
（
チ
キ

ン
の
和
風
サ
ル
サ
ソ
ー
ス
、
ア
ボ
カ
ド

デ
ィ
ッ
プ
）、
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ラ
ペ
、
う
す

い
え
ん
ど
う
の
ス
ー
プ
、
チ
ー
ズ
ム
ー
ス

◇
講
師　

田
辺
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
田
辺
支
部

☆
16
歳
以
上
の
方

☆
20
名
﹇
先
着
﹈

☆
５
０
０
円
（
当
日
受
付
で
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。）

☆
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ス
リ
ッ
パ
・

手
拭
き
タ
オ
ル

☆
5
月
9
日
㊍
か
ら
、
左
記
へ
電
話
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

無
料
。
対
象
は
小
学
3

年
生
ま
で
で
、
定
員
は
10
名
。
5
月
14

日
㊋
ま
で
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

「
国
際
交
流
音
楽
公
演
会
2
0
1
9
」

を
開
催
し
ま
す

☆
5
月
12
日
㊐

☆
13
時
30
分
〜
（
開
場
13
時
）

☆
紀
南
文
化
会
館
「
小
ホ
ー
ル
」

☆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ボ
ー
カ
ル
に
長

岡
敬
二
郎
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
魅
惑

の
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ウ
ン
ド
〜
心
踊
る
情
熱

の
歌
〜
」
と
題
し
て
音
楽
公
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

☆
小
学
生
以
上

☆
田
辺
国
際
交
流
協
会

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
９
０
１
９

顕
彰
館
へ
行
こ
う
！

【
南
方
熊
楠
生
誕
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

☆
５
月
18
日
㊏

☆
10
時
〜
16
時
30
分
（
最
終
入
館
）

☆
①
南
方
熊
楠
邸
の
内
部
公
開

②
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
先
着
30
名
）

【
連
続
休
館
の
お
知
ら
せ
】

■
５
月
の
休
館
日　

６
日
㊊
、7
日
㊋
、

13
日
㊊
、
20
日
㊊
、
22
日
㊌
〜
27
日
㊊

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
０
９

住
宅
耐
震
診
断
等
の
補
助
を
し
ま
す

★
次
の
要
件
を
満
た
す
木
造
住
宅
、
非

木
造
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方

◇
平
成
12
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工

（
非
木
造
住
宅
の
場
合
は
昭
和
56
年
5

月
31
日
以
前
に
着
工
）

◇
2
階
建
以
下

◇
延
べ
面
積
２
０
０
㎡
以
下

◇
専
用
住
宅
・
併
用
住
宅

■
耐
震
診
断
費
用

◇
木
造
住
宅　

無
料

◇
非
木
造
住
宅

8
万
9
０
０
０
円
の
補
助

■
補
助
金
額

◇
耐
震
改
修
工
事
補
助
金
（
現
地
建
替

え
含
む
。）

上
限
１
１
６
万
6
０
０
０
円

　

改
修
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
補
助
申
請
後
、
工
事
を
完
了
し

な
い
限
り
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

◇
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ
ッ
ド
購
入
・

設
置
補
助
金

上
限
26
万
6
０
０
０
円

※
令
和
2
年
3
月
2
日
㊊
ま
で
に
事
業

が
完
了
す
る
こ
と

■
募
集
件
数
﹇
先
着
﹈

◇
耐
震
診
断　

２
０
０
件

◇
耐
震
改
修
工
事
補
助
（
現
地
建
替
え

含
む
。）　

35
件

◇
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
・
ベ
ッ
ド
購
入
・

設
置
補
助　

2
件

　

募
集
戸
数
は
、
予
算
の
都
合
に
よ
り

増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
左
記

又
は
各
行
政
局
産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー

ジ
参
照
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
建
築
課 

建
築
係
（
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

★h
ttp://w

w
w

.tan
abe.lg.jp/

kenchiku/index.htm
l
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児
童
手
当
（
特
別
給
付
）
の
手
続
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
内
の
「
子
育
て
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す
れ

ば
、
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
の
手
続

の
一
部
（
現
況
届
・
認
定
請
求
・
額
の

改
定
の
請
求
及
び
届
出
、
受
給
事
由
消

滅
の
届
出
等
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
加
え
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
等
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
下
記
又

は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
19
ペ
ー
ジ

参
照
）
ま
で
来
て
い
た
だ
く
か
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
無
料
で
申
請
で
き
ま
す
。

発
行
ま
で
一
か
月
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
交
付
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

☆
６
月
18
日
ま
で
の
毎
週
㊋

☆
１
日
３
回
開
催
（
10
時
〜
11
時
、
13

時
30
分
〜
14
時
30
分
、
15
時
〜
16
時
）

☆
◇
田
辺
税
務
署
１
階
「
会
議
室
」（
上

屋
敷
２
丁
目
10
―

46
）　

５
月
７
日
〜
21

日
・
6
月
18
日

◇
田
辺
納
税
協
会
３
階
「
会
議
室
」（
上

屋
敷
２
丁
目
10
―

49
）　

５
月
28
日
〜
6

月
11
日

☆
事
前
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
開

催
日
の
原
則
１
週
間
前
ま
で
に
、
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
田
辺
税
務
署 

法
人
課
税
第
１
部
門

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す

☆
対
象
者
が
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染

症
予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
た
場
合
、
市

か
ら
助
成
が
あ
り
ま
す
の
で
下
記
の
自

己
負
担
金
の
み
で
接
種
（
期
限
は
令
和

2
年
3
月
31
日
㊋
ま
で
）
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
に
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
（
23
価
）
を
接
種
さ
れ
た

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

☆
◇
左
表
に
該
当
す
る
市
民

◇
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
の
障
害
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障
害
（
身
体

障
害
者
手
帳
1
級
）
を
有
す
る
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
で
、
接
種
を
希
望
さ

☆
◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

市
民
課 
窓
口
係
（
本
庁
舎
２
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
３

◇
児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
に
つ
い
て

市
民
課 

庶
務
年
金
係
（
本
庁
舎
２
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
５

◇
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

☆

h
ttp

s://w
w

w
.cao

.go
.jp

/
b

an
go

u
seid

o
/m

yn
a/in

d
ex.

htm
l

◇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

☆https://w
w

w
.kojinbango-

card.go.jp

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
子
宮
頸
が
ん
）
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す

☆
平
成
25
年
6
月
か
ら
積
極
的
勧
奨
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
25
年
4
月
か

ら
定
期
接
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
希
望
者
に
は
依
頼
書
を
発
行
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

積
極
的
勧
奨
の
再
開
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
を
確
認
で
き
次
第
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

☆
市
内
に
住
民
票
の
あ
る
中
学
1
年
生

〜
高
校
1
年
生
相
当
の
女
子

☆
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

助
成
し
ま
す

☆
１
人
１
回
の
接
種
費
用
を
助
成
（
自

己
負
担
金
２
０
０
０
円
が
必
要
）

※
1
回
目
を
自
費
で
接
種
し
、
2
回
目
の

接
種
を
希
望
す
る
方
も
助
成
対
象
で
す
。

☆
１
歳
以
上
７
歳
未
満
の
小
学
校
就
学

前
の
市
民
（
た
だ
し
、
既
に
お
た
ふ
く

か
ぜ
に
罹り

患
し
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

接
種
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
又

は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
19
ペ
ー
ジ

参
照
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
康
診
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

　

対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診

券
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
医
科
健
康
診
査
】

☆
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
全
員

■
健
診
項
目

◇
基
本
項
目　

問
診
、計
測（
身
長・体
重・

Ｂ
Ｍ
Ｉ
・
血
圧
）、
診
察
、
血
液
検
査
（
脂

質
・
肝
機
能
・
糖
代
謝
）、
尿
検
査

◇
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
へ
の
追

加
項
目　

貧
血
検
査
・
心
電
図
検
査
・

眼
底
検
査
・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

※
既
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
場

合
は
、
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
の
治
療
等
で
定
期
的
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
主

治
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
歯
科
健
康
診
査
】

☆
平
成
31
年
３
月
末
で
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

■
健
診
項
目　

問
診
、
口
腔
診
断
、
口

腔
機
能
検
査

【
共
通
事
項
】

■
実
施
期
間　

６
月
１
日
㊏
〜
令
和
２

年
２
月
29
日
㊏

☆
保
険
証
・
受
診
券
・
受
診
票（
問
診
票
）

☆
受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表
に
記
載

さ
れ
た
医
療
機
関

☆
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
７
３
（
４
２
８
）
６
６
８
８

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

配
偶
者
の
い
な
い
方
等
で
、
18
歳
以

下
（
18
歳
到
達
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
）
の
子
供
を
扶
養
し
て
い
る

方
及
び
そ
の
子
供
に
対
し
、
医
療
費
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
扶
養
手

当
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和
元
年

か
ら
、
左
記
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

■
有
効
期
限

◇
改
正
前　

８
月
１
日
〜
翌
年
７
月
31
日

◇
改
正
後　

11
月
１
日
〜
翌
年
10
月
31
日

■
所
得
判
定
期
間

◇
改
正
前　

当
該
年
の
８
月
１
日
〜
12

月
31
日
は
前
年
の
所
得
、
１
月
１
日
〜

７
月
31
日
は
前
々
年
の
所
得

◇
改
正
後　

11
月
１
日
〜
12
月
31
日
は

前
年
の
所
得
、
１
月
１
日
〜
10
月
31
日

は
前
々
年
の
所
得

■
更
新
時
期
の
変
更

◇
改
正
前　

６
月
上
旬

◇
改
正
後　

８
月
上
旬

　

ま
た
、
６
月
上
旬
に
令
和
元
年
８
月

１
日
㊍
〜
10
月
31
日
㊍
の
受
給
資
格
者

証
（
又
は
停
止
通
知
）
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
課 
医
療
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
６

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）
及
び
健
康
チ
ェ
ッ
ク

補
助
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

受
診
方
法
等
の
詳
細
は
、
４
月
中
旬

に
送
付
の「
田
辺
市
検
診
の
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
定
健
診
】

■
期
間　

令
和
２
年
１
月
31
日
㊎
ま
で

☆
身
体
計
測
・
血
液
検
査
・
心
電
図
等
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
着
目
し
た
健
康
診
査

☆
40
歳
〜
74
歳
の
田
辺
市
国
保
被
保
険
者

※
対
象
者
に
は
、受
診
券
を
交
付
し
ま
す
。

【
健
康
チ
ェ
ッ
ク
補
助
金
】

■
期
間　

令
和
２
年
３
月
31
日
㊋
ま
で

☆
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
検
査
・
骨
粗

し
ょ
う
症
検
査

※
申
込
み
及
び
受
診
の
予
約
は
必
要
で
す
。

☆
16
歳
〜
74
歳
の
田
辺
市
国
保
被
保
険
者

☆
自
己
負
担
あ
り

☆
保
険
証
・
印
鑑
、
40
歳
以
上
の
方
は

特
定
健
康
診
査
受
診
券
と
各
種
検
診
受

診
券
を
お
持
ち
の
上
、
左
記
又
は
各
行

政
局
住
民
福
祉
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

も
田
辺
市
国
保
と
同
等
の
人
間
ド
ッ

ク
、
脳
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
保
険
課
医
療
係
（
☎

０
７
３
９
―

２
６
―

９
９
２
６
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
保
険
課 

庶
務
係
（
本
庁
舎
2
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
４

年齢 生年月日
65 歳 昭和 29 年 4 月 2 日～昭和 30 年 4 月 1 日

70 歳 昭和 24 年 4 月 2 日～昭和 25 年 4 月 1 日

75 歳 昭和 19 年 4 月 2 日～昭和 20 年 4 月１日

80 歳 昭和 14 年 4 月 2 日～昭和 15 年 4 月１日

85 歳 昭和 9 年 4 月 2 日～昭和 10 年 4 月 1 日

90 歳 昭和 4 年 4 月 2 日～昭和 5 年 4 月 1 日

95 歳 大正 13 年 4 月 2 日～大正 14 年 4 月１日

100 歳以上 大正 9 年 4 月 1 日以前

れ
る
方
は
、
事
前
に
左
記
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
対
象
者
に
は
、
5
月
下
旬

に
案
内
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。
任
意

接
種
歴
に
つ
い
て
は
市
で
把
握
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
案
内
を
受
け
取
ら
れ
た
方

で
あ
っ
て
も
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
（
23
価
）
を
接
種
さ
れ
た
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
自
己
負
担
金　

３
０
０
０
円
。
た
だ

し
、
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
、
福
祉

課
で
発
行
す
る
証
明
書
を
お
持
ち
い
た

だ
け
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

☆
◇
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/kenkou/infuru.htm
l

新
元
号
「
令
和
」・
安
藤
家
入
城

４
０
０
年
記
念
「
紀
州
梅
道
中
」
藤

巖
神
社
梅
干
奉
納
を
開
催
し
ま
す

☆
５
月
13
日
㊊

☆
☆
◇
紀
州
梅
道
中
（
時
代
行
列
）　

14
時
50
分
〜　

鬪
雞
神
社
南
西
側
馬
場

入
口
〜
藤と
う
が
ん巖
神
社

◇
例
祭
（
梅
干
奉
納
）　

15
時
〜　

藤

巖
神
社

◇
餅
ま
き　

鬪
雞
神
社
境
内

☆
新
元
号
「
令
和
」、
安
藤
家
入
城

４
０
０
年
を
記
念
し
て
、
田
辺
に
梅
を

広
げ
た
安
藤
直
次
公
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る

藤
巖
神
社
の
例
祭
に
合
わ
せ
、
時
代
行

列
を
組
ん
で
梅
干
を
奉
納
し
ま
す
。
道

中
で
は
梅
干
の
振
る
舞
い
、
奉
納
後
に

餅
ま
き
を
行
い
ま
す
。

☆
紀
州
梅
の
会
事
務
局
（
梅
振
興
室
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
５
９
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休日急患診療

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119
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モバイル用
ホームページ 防災行政メール等 全国版救急受診ガイド

「Q助」

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科、小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

  男 　34,741 人
  女 　38,993 人
  計 　73,734 人
世帯　35,246 世帯
出生　　　28 人（男 17 女 11）

市の人口
（平成 31年 3月末現在）

前月比
（-205）
（-172）
（-377）
（-38）

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
を
実
施

し
ま
す

　

総
務
省
で
実
施
す
る
こ
の
調
査
は
、

我
が
国
の
全
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る

事
業
所
の
活
動
状
態
等
の
基
本
的
構
造

を
、
全
国
及
び
地
域
別
に
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
事
業
所
・
企
業
を
対
象

と
す
る
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情
報

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。 

　

調
査
は
、
調
査
員
が
全
国
の
事
業
所

の
活
動
状
態
を
実
地
に
確
認
し
、
新
た

に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
、
一
部
の
事

業
所
に
は
調
査
票
を
配
布
す
る
こ
と
に

よ
り
行
い
ま
す
。 

工
業
統
計
調
査
の
ご
回
答
を
お
願
い

し
ま
す

　

総
務
省
・
経
済
産
業
省
で
は
、
製
造

業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、
６
月
１

日
㊏
を
基
準
日
と
し
て
工
業
統
計
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

本
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

政
府
の
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
調
査

結
果
は
、
産
業
政
策
・
中
小
企
業
政
策

な
ど
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施

策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、
ま

た
、
学
術
研
究
・
市
場
予
測
な
ど
の
基

礎
資
料
と
し
て
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
調
査
へ
の
ご
理
解
・
ご
回

答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
期
間　

6
月
1
日
㊏
〜
令
和
2

年
1
月
31
日
㊎

■
調
査
対
象　

市
内
の
事
業
所

■
調
査
方
法　

調
査
員
に
よ
る
外
観
調

査
（
一
部
、
調
査
票
配
布
）

■
調
査
員　

調
査
員
証
・
腕
章
着
用
、

調
査
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
携
行

※
政
府
の
統
計
調
査
を
装
っ
た
「
か
た

り
調
査
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
不
審

に
思
わ
れ
た
場
合
に
は
、「
調
査
員
証
」

の
掲
示
を
求
め
る
か
、
左
記
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

　

な
お
、
調
査
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

☆
企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

■
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水

　

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間
で

す
。
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
水
の
大
切

さ
を
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
水
の
使
用
量
が

増
え
、
７
月
か
ら
８
月
が
最
も
多
く
な

り
ま
す
。
水
を
大
切
に
使
う
た
め
に
、

身
近
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、
あ
な
た
も

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
漏
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

ご
家
庭
の
水
道
設
備
は
、
皆
さ
ん
に

管
理
責
任
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
し
漏

水
が
発
生
し
た
場
合
、
漏
水
分
の
料
金

は
皆
さ
ん
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。
家

中
の
蛇
口
を
全
て
閉
め
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
っ
て

い
れ
ば
、
漏
水
信
号
と
な
り
ま
す
。

　

漏
水
を
発
見
し
た
場
合
は
、
田
辺
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
の
修
繕
等
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
家
庭
内
の
水
道
の
修
繕
を

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
修
繕

や
水
道
の
新
増
設
等
の
工
事
は
、
田
辺

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
ご
依

頼
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
消
火
栓
の
使
用
等
に
よ
る
濁
り
水
に

つ
い
て

　

消
火
栓
の
使
用
や
水
道
管
破
裂
に
よ

る
漏
水
な
ど
が
あ
る
と
、
水
道
管
の
中

を
流
れ
て
い
る
水
の
速
さ
や
方
向
が
変

わ
り
、
水
道
水
が
赤
茶
色
に
濁
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
飲
み
水
等
へ
の
使

用
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
通
常

は
し
ば
ら
く
流
し
続
け
る
と
き
れ
い
に

な
り
ま
す
が
、
き
れ
い
に
な
ら
な
い
と

き
は
、
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
水
道
部

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
０
０
１
１

※
時
間
外

☎
０
７
３
９
（
２
４
）
７
９
２
０

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/suidou/index.htm
l

里
親
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

里
親
と
は
、
様
々
な
事
情
の
た
め
家

庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
供
た
ち
を
自
分
の

家
庭
に
迎
え
入
れ
て
、
温
か
い
愛
情
と

理
解
を
持
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
の

自
家
製
梅
酒
を
造
る
場
合
は
ご
注
意

く
だ
さ
い

　

酒
税
法
の
規
定
に
よ
り
使
用
で
き
る

酒
類
等
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
使
用
で
き
る
物
品　

糖
類
・
梅　

等

■
使
用
で
き
な
い
物
品　

米
・
ぶ
ど
う

（
や
ま
ぶ
ど
う
を
含
む
。）
等

■
使
用
で
き
る
酒
類　

ア
ル
コ
ー
ル
分

20
度
以
上
の
酒
類
（
使
用
前
に
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

■
そ
の
他

◇
自
家
製
梅
酒
等
は
、
他
人
に
提
供
・

販
売
・
譲
渡
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

◇
料
飲
店
や
旅
館
等
で
自
家
製
梅
酒
等

を
お
客
様
に
提
供
す
る
場
合
に
は
、
事

前
に
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
田
辺
税
務
署

☎
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

☆http://w
w

w
.nta.go.jp/index.htm

l

こ
と
で
す
。

　

里
親
に
は
18
歳
ま
で
の
子
供
を
育
て

る
『
養
育
里
親
』
の
ほ
か
、
週
末
や
月

1
回
程
度
の
『
週
末
里
親
』、
夏
休
み
等

長
期
休
み
の『
季
節
里
親
』が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
里
親
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
各
日
程
の
3
日
前
ま
で
に
申
込

み
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
5
月
21
日
㊋
、
26
日
㊐

☆
10
時
〜
12
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
「
会
議
室

4
」

☆
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー 

ほ
っ
と

☎
０
７
３
９
（
３
４
）
２
７
３
５

（
8
時
30
分
〜
17
時
30
分
）

☆
０
７
３
９
（
４
７
）
６
６
４
５

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す

☆
今
年
の
10
月
１
日
㊋
に
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税
率
引
上
げ
の
際
に
は
、
軽

減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
、
税
率
８
％

と
10
％
、
双
方
の
商
品
を
取
り
扱
う
事

業
者
は
様
々
な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
国
か
ら
補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
レ
ジ
・
シ
ス
テ
ム
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
、
補
助
の
対
象
期
限
が
、
レ

ジ
の
導
入
・
改
修
・
支
払
い
完
了
は
９

月
30
日
㊊
ま
で
、
受
発
注
シ
ス
テ
ム
の

交
付
申
請
は
６
月
28
日
㊎
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
対
応
く

だ
さ
い
。

◇
特
集
‐
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

（
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
）

☆https://w
w

w
.gov-online.go.jp/

tokusyu/keigen_zeiritsu/index.htm
l

◇
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
（
軽
減
税
率

対
策
補
助
金
事
務
局
）

☆https://kzt-hojo.jp/

☆
◇
消
費
税
軽
減
税
率
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
（
軽
減
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
５
７
０
（
０
３
０
）
４
５
６

（
㊏
㊐
㊗
除
く
9
時
〜
17
時
）

◇
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
３
９
８
）
１
１
１

（
㊏
㊐
㊗
除
く
9
時
〜
17
時
）

▲工業統計キャラクター
コウちゃん、コウギーくん



相談日程等

有 料 広 告
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有 料 広 告
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

親子健康カレンダー

編集後記

施設の予約

【生涯学習センター】
■貸室　11 室

（市民総合センター内の交流ホール・
会議室・料理実習室など）
☆令和元年 8 月分は 6/3㊊から予約可
☆生涯学習課 公民館係
☎ 0739-26-4925

5 月の納税等

■給与特別徴収…4 月徴収分
※納期限後の納付は、督促手数料及び延滞金を加算する場合があります。

◇４か月児健診　5/9 ㊍＝龍神、21 ㊋ = 田辺、22 ㊌＝本宮、28 ㊋＝田辺
◇７か月児健診　5/9 ㊍＝龍神、14 ㊋＝田辺、22 ㊌＝本宮、31 ㊎＝田辺、6/11 ㊋＝田辺
◇ 11か月児相談　5/9 ㊍＝龍神、17 ㊎＝田辺、22 ㊌＝本宮、24 ㊎＝田辺、6/7 ㊎＝田辺
◇１歳６か月児健診　5/8 ㊌＝田辺、21 ㊋＝中辺路、23 ㊍＝田辺、6/5 ㊌＝田辺、12 ㊌ = 大塔、13 ㊍＝龍神
◇２歳児相談　5/10 ㊎＝田辺、21 ㊋＝中辺路、27 ㊊＝田辺、6/6 ㊍＝田辺、12 ㊌＝大塔、13 ㊍＝龍神
◇３歳６か月児健診　5/15 ㊌＝田辺、21 ㊋＝中辺路、29 ㊌＝田辺、6/4 ㊋＝田辺、12 ㊌＝大塔、13 ㊍＝龍神
◇マタニティスクール　5/17 ㊎＝田辺、24 ㊎＝田辺、6/7 ㊎＝田辺
◇パパママ教室　5/19 ㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター、龍神…龍神保健センター、中辺路…中辺路保健センター、大塔…大塔健康プラザ、
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは、対象者に送付している通知をご覧いただくか、健康増進課母子保健係（☎ 0739-26-
4901）又は各行政局住民福祉課（☎ 19 ページ参照）までお問い合わせください。

初めて広報田辺をつくらせていただきました！▼新生活で、まだまだ慣れませんが、よろしくお
願いします！！▼これからいろいろな取材が楽しみです（蒼音）

相談日（予約受付） 時間 相談場所等 問合せ

市民法律相談
（対象は市民の方で先
着 8 名。相談日の 11
時までに要予約。※
5/27 は先着 4名）

5/13 ㊊（5/ 8 ～）・山本弁護士
5/20 ㊊（5/14 ～）・倉谷弁護士
5/27 ㊊（5/21 ～）・中松弁護士※
6/ 3 ㊊（5/28 ～）・中松弁護士
6/10 ㊊（6/ 4 ～）・木戸弁護士

14 時～ 16 時の
うち、１人 15
分間（※ 5/27
は 14 時 30 分
～ 15 時30 分）

社会福祉センター
3 階「相談室」

（本庁舎東隣 3 階）
※ 5/27 は本宮行
政局

自治振興課
市民生活係

（本庁舎 3 階）
☎ 0739-26-9911

市民相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分 右記

行政相談

5/22 ㊌・佐田俊知 13 時 30 分 ～
15 時 大塔行政局

5/28 ㊋・岡本美彦 13 時～ 15 時 社会福祉センター
3 階「相談室」

5/28 ㊋・折戸富子 13 時～ 15 時 本宮行政局

6/ 7 ㊎・森本篤 13 時 30 分～
15 時 30 分 龍神行政局

消費生活相談 ㊊㊋㊍㊎・消費生活相談員 13 時～ 16 時
自治振興課 市民生活係（本庁舎 3 階）
◇相談専用　☎ 0739-34-2460
消費者ホットライン　☎ 188

人権・登記・相続相談
（人権相談は平日に対
応。登記相談は事前に
要問合せ。法務局でも
相談可）

① 5/14 ㊋・人権擁護委員、法務
局職員
② 5/31 ㊎・人権擁護委員（人権
相談のみ）
③ 6/ 7 ㊎・人権擁護委員、法務
局職員

13 時 30 分～
15 時 30 分
※ 受 付 は 15
時まで

①中辺路行政局
② 市民 総 合 セ ン
ター 4 階「会議室」
③龍神行政局

法務局 田辺支局
（文里一丁目 11-9）

☎ 0739-22-0698

女性電話相談 平日・女性相談員 9 時～ 12 時 ◇相談専用　☎ 0739-26-4919

生活相談
（生活困窮者自立支援）平日・相談支援員 8 時 30 分～

17 時
生活相談センター（市民総合センター1階）
☎ 0739-33-7641

愛あい子育て相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）☎ 0739-22-9285
※「愛あいルーム」での面接相談可

家庭児童相談 平日 8 時 30 分～
17 時

家庭児童相談室（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-4926

介護相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-9906
※認知症については、第 1㊌ 10 時～ 12
時に「よりみちサロンいおり」でも相談可

（5 月は第 2㊌になります）

ひきこもり相談
（窓口に来られる場合
は要予約）

平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

健康増進課 健康管理係
☎ 0739-26-4901
◇相談専用　☎ 0739-26-4933
☆ shc@city.tanabe.lg.jp

妊娠期から出産、子育
て相談
（原則、就学前まで）

平日
※㊍は助産師による相談可

8 時 30 分～
17 時 15 分

母子健康包括支援センター「たなっこ」
（市民総合センター 2 階）
◇相談専用　☎ 0739-33-7115
☆ kenkou@city.tanabe.lg.jp

いじめホットライン 平日 9 時～ 16 時
◇相談専用　☎ 0739-26-3224
◇いじめ相談ダイレクトメール
☆ ijime110@city.tanabe.lg.jp

不登校 ･いじめ ･教育
相談 平日 9 時～ 16 時 教育研究所（本庁舎北隣 2 階）

☎ 0739-25-1511

外国人相談（English）
（事前に要問合せ）

①㊊～㊍
②㊎

① 9 時～ 17 時
② 9 時～ 12 時 国際交流センター　☎ 0739-33-9019



みんなの
広場
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　　防災コラム備えて
安心！

たなべスマイル

　　　　　　高校生レポーター青春キラリ！
☆

キャシーのたなべ冒険 押忍！

国際交流員のキャシディー・ドリスコルです。「キャシー」と呼んでください♪
このコーナーでは、私が市内を冒険して体験した様々な出来事を皆さんにお伝えします！

　いつ起こるか分からない災害に備えて、日頃
から防災グッズや非常食などを常備しておくこ
とが大事です。そしてそれに加え、あると非常
に助かるものとして、スマートフォンという便
利な道具を生かして防災アプリを取得してはい
かがでしょうか？ 
　スマートフォンは、電話機能の他に災害時に
便利な様々な機能が備わっており、非常に便利
な道具です。その中でも防災アプリは、今や様々
な防災アプリが開発されており、アプリを取得
することで、地震などの気象情報を知らせてく
れたり、近くの避難場所へ誘導してくれたり、

第 60 回　防災アプリ

応急手当の方法を教えてくれたりします。
　アプリを選ぶポイントとしては、自分が欲し
い情報が入っているか、気象庁や政府が発表し
た情報を使用しているものなど、その情報が本
当に信用できるものなのか、いざというときに
使いやすいものであるか、といったところが重
要になってきます。
　いざというときに自分の命を自分でしっかり
守れるように、防災アプリも備えの一つに。

第 9回　命を味わう

　4月 3日、私はシラス漁の見学をしました。漁師の方が重そう
な漁網を海から引き上げる様子は、無駄な動きが一つもなく、そ
の活発な雰囲気に私は感動しました。その後、優しい漁師さんは
私を船に乗せて、獲れたてのシラスを食べさせてくれました。シ
ラスの旬の季節には、毎朝６時半ぐらいに漁に出て、魚を売って
から、船の上で生シラスやシラス入りのお味噌汁とご飯を朝食と
して食べて休憩するそうです。仕事が朝早く、大変そうに思えま
すが、穏やかな海の上で、自分の手で獲ったものを食べるのは、
幸せなことであると思いました。
　私は普段、海の大切さや偉大さについて深く考えることはあり
ませんが、船の上で漁師さんと一緒に食事をして、感じたことが
あります。それは、今も昔も、人は多くを海から生まれたものに
頼って生きているということです。普段の生活でも、海や山など
自然から生まれたものに感謝し、味わうようにすれば、人はより
幸せになれるのではないでしょうか。

　今回私は龍神村にある美容室で働く、田ノ岡ヒロアキさんを取材し
ました。40 年間大阪で美容師として働いていた田ノ岡さんは、実家
が龍神にあり中学時代の同級生が白浜でサロンを営んでいた影響で、
龍神で美容室を始めたそうです。長年培った美容師としての技術はと
ても高く、今では予約がいっぱいだそうです。　
　大阪と龍神の違いを聞くと、龍神は「今日開いていますか？」と美
容室側のことを考えて予約を取るそうです。田ノ岡さんは、このよう
な一人ひとりが周りを大事にする優しさが龍神の良さだと言います。
どこか余裕のある村民の優雅な人間性が都会にはない「癒やし」であ
り、龍神で働く原動力となっているそうです。
　龍神の良さに触れ、やりがいを感じながら仕事をしている田ノ岡さ
んを見て自分もこんな風に仕事をしたいと思いました。

 道下 嘉
よしろう

郎さん  優
ゆ み

海さん
コロクくん
龍神村福井
カフェ経営

龍神の美容室
写真・文　南部高等学校龍神分校　西　希実

地元の方に
喜んでいただきたい

　私たち夫婦はチワワの『コロク』と一緒に、
今年の 2月から龍神村で朝食や軽食が主なカ
フェを経営しています。移住してきたのは昨年
の1月で、それまでは東京で仕事をしていました。
　カフェの経営は、私たちにとって初めての試
みだったのでゆっくりスタートしようと思い、閑
散期となる冬場にあえて開店することとしまし
た。すると、地元の方々はお店が大丈夫かと心
配して口コミで広めてくださり、開店初日の朝6
時には、開ける前から並んでくれたお客さんも！ 
店内がすし詰め状態になることもあるほど、憩
いの場として多くの方が来てくださります。上
手くスタートできたのは、地元の方々が温かく
迎え入れ、力を貸してくださったからこそです。
　今後、ジビエ料理の開発や休耕地の有効利用
など取り組みたいことは様々あります。「この
場所ができてよかった」と地元の方に喜んでい
ただくことはもちろん、少しでも恩返しとなる
ような活動をしていきたいですね。
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我が家の愛ドル ～    月生まれ～

　　　子育てクラブすく
すく

図書館へ行こうた
な
べ
方
言
事
典

ひとことコラム

お子さんと一緒に
おはなしのコーナー

司書のおすすめ！ 新着図書

※移動図書館の運行日時は、下記へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
☆ 市立図書館　☎ 0739-22-0697　☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html

休館日 開館時間
本館＝㊋～㊏ 9 時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ 9 時 30 分～ 18 時
分室＝ 9時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時
間延長あり。
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　便利な道具として急速に普及しているスマー
トフォン（以下スマホ）ですが、保護者が子供
の前で使用することにより、子供も興味を示す
ようになります。スマホとの付き合い方を考え
てみましょう。
○スマホが子供に与える影響とは
♢視力の発達に影響する
　生まれたばかりの赤ちゃんの視力は 0.01 ぐ
らいと言われます。視力の一番発達する乳幼児
期にスマホの画面を見る時間が長いと、両目の
発達が均等になりません。
♢ブルーライトにより体内時計が乱れ、睡眠に

第 69回　スマホ育児について

影響する
　夜にブルーライトを浴びると脳がまだ昼間で
あると勘違いし、睡眠を促すメラトニンが分泌
されなくなり、体内時計乱れの原因になります。
♢運動能力に影響する
　スマホに夢中になることにより、全身を動か
して身近なものへの興味や関心を持ち、実際に
体験することで得る五感のバランスの発達の機
会が減ってしまいます。
　子供の健やかな成長のために、子供と一緒に
過ごす時間を大切にしましょう。

保健師
東谷　裕梨

5

本館＝毎週㊊、5/2㊍（臨時休館）、7㊋（祝日振替）、23㊍（整
理日）
龍神分室＝第 1･3㊏㊐、5/1㊌㊗～ 5/6㊊㊗
中辺路分室＝毎週㊐、5/1㊌㊗～ 5/6㊊㊗
大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐、5/1㊌㊗～ 5/6㊊㊗
本宮分室＝毎週㊏㊐、5/1㊌㊗～ 5/6㊊㊗

　母の日は、世界的に違いがあるようです。母
への感謝を表す日とされ日本では、第 2日曜日
ですが、スペインでは第1日曜日、スウェーデ
ンでは最後の日曜日等、国によって異なります。
カーネーションを贈るのは、南北戦争当時、活
躍した女性を偲

しの

び、娘さんが、白いカーネーショ
ンを贈ったのが始まりです。花言葉に関する本
もあるので、是非図書館にご来館ください。（雄）

★おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 5/5・12・19・26 全㊐（11 時～）
中辺路分室＝ 5/18㊏（11 時～）
大塔分室＝ 5/25㊏（10 時 30 分～）

★おはなしタイム
おはなしや絵本の読み聞かせなど（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 5/4・11・18・25 全㊏（11 時～）

★ひよこタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：0～ 2歳くらい）
本館＝ 5/15㊌（11 時～）

★こぐまタイム
絵本の読み聞かせやわらべうたあそ
びなど（対象：2～ 3歳くらい）
本館＝ 5/15㊌（11 時 30 分～）

里山はしぜんのおくり物
監修／今森　光彦
発行／㈱金の星社
　里山の自然は、そこに住む
人々が長い時間をかけて手を
入れ作ってきたものです。自然
と人が交わる場「里山」の四季
を美しい写真で紹介します。

素敵にアレンジ　マスキング
テープをもっと楽しむ本
編／フィグインク
発行／メイツ出版
　マスキングテープを使って、
ラッピングや、パーティー会場、
旅の思い出をまとめるコラージュ
ブックのアイデアを紹介する。

に
え
る

青
あ
ざ
が
で
き
る
こ
と
。

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。氏名、住所、生年月日、
電話番号、簡単なコメント（50 字まで）を添えてください。6月生まれのお子さんの締切りは、5月 10 日
㊎です。掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■宛先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

二コニコ笑顔の可愛い翔琉くん
♡
6歳の誕生日おめでとうー☆
これからもお兄ちゃんと仲良く
ね☆

根岸　翔
は る

琉ちゃん（6歳）
みーちゃん 1才のお誕生日おめで
とう☆ 保育所も入園してたのし
みいっぱいだね。 
元気いっぱい育ってね☆

中村　美
み さ き

咲紀ちゃん（1歳）

お誕生日おめでとう！ 
これからも色々遊びに行こうね
～

ぱぱ ･ままより

中野 　侑
ゆ あ

愛ちゃん（2歳）
☆ 6歳バンザイ☆
とにかくハチャメチャわんぱく
ボーイ♥
諦めず、努力してやりぬくとこ
ろがステキ♡ひせい fabulous♪

下浦　旭
ひせい

晟ちゃん（6歳）
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みんなの彩時記

　3月 21日㊍㊗、中辺路町で『第 44 回熊野古
道近野山間マラソン大会』が開催され、熊野古
道沿いのアップダウンのあるコースをランナー
が駆け抜けました。

　3月 24 日㊐、「田辺街なか散策ウォーク」が
開催され、約 50 名の参加者が扇ヶ浜カッパー
クから鬪雞神社まで、田辺のお勧めスポットに
立ち寄りながら楽しみました。

　3月 31 日㊐、動鳴気峡桜まつりが開催されま
した。地元団体によるたこ焼きや唐揚げなどの出
店、金魚すくいのほか、ダンスやアコーディオン
演奏などのステージイベントが行われました。子
供じゃんけん大会ではステージ前に子供たちがた
くさん集まり、「勝ったー」「負けたー」と楽しそ
うにじゃんけんをしていました。
　また、3月23日㊏～4月7日㊐は夜桜ライトアッ
プがあり、昼間に見る桜とは違う美しさが楽しめ
ました。

　4月 13 日㊏～ 4月 15 日㊊、熊野本宮大社例大
祭が行われました。
　13 日は、県の無形民俗文化財に指定されてい
る、神のよりしろである稚児を父親らが肩車をし
て歩くなど、健やかな成長を願う「湯

ゆのぼり

登神事」が
行われました。
　15 日は、例大祭の中心をなす祭典である本殿
祭があり、外国人観光客の方も多く見られ、にぎ
わいました。

令和へとつなげる平成最後の
熊野本宮大社例大祭

花見してイベント楽しむ
動鳴気峡桜まつり♪

　3月 24日㊐、元島で自然観察教室「海辺の生
き物」磯の観察が行われ、参加した子供から大
人まで網やスコップを片手に魚や貝、カニ、ウ
ミウシなど多くの生き物を見付けました。

　3 月 19 日㊋、障害者団体の方々を交え、新
庁舎ユニバーサルデザイン意見交換会を実施し
ました。トイレなどの施設利用の際に困ってい
ることについてご意見を伺いました。

　4月 8 日㊊、上芳養小学校で新入生への梅の
贈呈式が行われました。新入生に入学祝いとし
て、JA 紀南青年部から白干し梅と味付け梅の
合計 5粒の梅が贈呈されました。
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